
























































 表 1 は、陳（2010）と王（2010）における前置き表現の分類をまとめたものである。 
表 1 前置き表現の分類 
先行研究  分類の基準  分類の内容  
陳（2010）  
構造  ①単純型 ②複合型  



















































































































 表 2 に基づき、日本語前置き表現に対応する中国語の“话语标记（談話標識）”を日本語
と対照して表 3 に示す。 

























































  （1）「早速ですが、本題に入ります」  （王（2010）） 
 （2）「これは余談ですが、これまで実験材料となった何十万尾の金魚はどうなったので
しょう」  （王（2010）） 
 （3）「急に話は変わりますが、今夜は月が綺麗ですね」  （王（2010）） 






 この 3 つの文を中国語母語話者の日本語学習者（中国国内の K 大学日本語専攻の 4 年生
50 人）に中国語に翻訳してもらった。次に、翻訳された中国語文を北京大学中国語言学研































































































（1）北京大学中国語言学研究中心コーパス（Center for Chinese Linguistics PKU）は、現代中国
語の語数にして約 581,794,456 語を収録しているオンライン検索システムである。 
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 http://ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpus/（最終参照日:2016 年 12 月 31 日） 
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